ミス・カートメルの親戚　ミセス・キャサリン・カーのお話：ミス・カートメルの家系図をめぐって by 酒井 ふみよ
昨年11月､ 創立125周年記念にあたって中高
部母の会がカナダからご招待したミセス・キャ
サリン・カーにお話をうかがいました｡
ミス・カートメルを調べ始めたきっかけ
私は､ 数年前まではこの学校のことも､ まし
て自分の親戚筋にあたる人が日本で学校を始め
たことも､ 全く知りませんでしたので､ 知った
ときには大変驚きました｡
どうしてミス・カートメルと私とのつながり
がわかったのか､ お話ししましょう｡
2001年､ イギリスのケンブリッジ大学で日本
文化について学んでいる女性から私の住むソロ
ルド市に宛て､ ミス・マーサ・カートメルの子
孫がいないか､ という手紙が来ました｡ その女
性の目的は､ 日本が開国間もない時代に､ なぜ
西洋から日本へ女性が渡ったのか､ その動機を
知ることでした｡ 私の旧姓はカートメルでした
ので､ ソロルドの歴史家が私に照会してきたこ
とから､ つながりが始まったのです｡
彼女はマーサ・カートメルの名から､ 同姓同
名の別人をたどっていました｡ その人はカトリッ
クであり､ 私は父からひいおじいさんの妹にメ
ソジストの宣教師がいたということだけは聞い
ていましたので､ 間違いに気づきました｡ そこ
で親類に手紙を出したとこ
ろ､ 40マイル離れたハミル
トン市に住んでいたメソジ
ストのミス・マーサ・カー
トメルの存在を知りました｡
そのときはまだ東洋英和の
ことは知らなかったのです
が｡ さらに､ その親類のご
主人が彼女の写真を持って
いたのです｡ 私は驚いて､
｢どこでそれを見つけたの？｣ と尋ねますと､
｢コンピューターだ､ センテナリー教会の｣ と
言うではありませんか｡ そこで､ 不慣れなコン
ピューターで検索をすると､ 彼女の全ての物語
がそこにありました｡ お母さんが亡くなったこ
と､ 家族が離れ離れになったこと､ 日本に行っ
て女子校を創設したことなど…｡ でも､ 多くの
ことがわかったのは最近のことです｡ 私は歴史
に興味がありますし､ 家族の家系図を調べるの
も面白かったので､ 9 ページにわたる家系図を
調べ上げたのです｡
ミス・カートメルの家系
ミス・マーサ・カートメルの父にあたるジェー
ムズ・カートメルはイギリスからの移民で､ 同
じくイギリスからの移民のサラ・ロビンソンと
結婚し､ 7 人の子を持ちました｡ マーサは 5番
目で彼女の一番上のお兄さんであるウィリアム・
ロビンソン・カートメルが私の曽祖父にあたり
ます｡
母親のサラが亡くなったとき､ ウィリアムを
含む年長の 3人は父と一緒にソロルドに残り､
マーサとメアリーはサザランド家に引き取られ
ました｡ サザランド家は､ マーサの母の姉であ
るマーガレット・ロビンソンが嫁いだ家です｡
マーサはサザランド家の人達とハミルトン市で
成長しました｡
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ミス・カートメルの親戚
ミセス・キャサリン・カーのお話
―ミス・カートメルの家系図をめぐって―
ミス・カートメル
ミセス・カーへのインタビュー
左よりミスター＆ミセス・カー､ 森眞理幼稚園園長
どうして私達はマーサのこと､ 彼女の働きを
知らなかったのでしょう？カートメル家とサザ
ランド家の交流がなくなってしまったのは､ 別
の町に住んだためでしょうか｡ そればかりでな
く､ 私の曽祖父のウィリアムは結婚してカトリッ
クになり､ 以来私達の親族はカトリックの信者
です｡ 当時は宗派が異なるとコミュニティのつ
ながりはなかったのでしょう｡
ミセス・カーと東洋英和との出会い
私は親戚のことがわかったのでワクワクして､
地元ソロルドの歴史協会を訪れ､ 調べたことを
話しました｡ 彼らは､ マーサがソロルド生まれ
なので､ とても喜んで調査を手伝ってくれまし
た｡ 私はハミルトン市のセンテナリー教会にも
自分のしていることを知らせに行きました｡
そして､ 昨年 (2008年) 7 月27日､ 招かれて
教会に行ったところ､ なんと東洋英和の高校生
達も (カナダ語学研修で) そこに来ていたので
す｡ 墓地に一緒に行き､ マーサの父ジェームズ
も､ 同じ霊園に眠っていることを初めて知りま
した｡ 翌日私は引率の先生お二人をソロルドに
案内し､ マーサが住んでいたと伝えられる家と
合同教会を訪れました｡ とてもとてもすばらし
い日でした｡ その後､ メールでやり取りをして
いましたら､ 5 月に招待を受け､ こうして日本
に来ているのです！！
私の調査のほとんどはセンテナリー合同教会
のウェブサイト､ そしてトロントにあるカナダ
合同教会資料室からの情報に拠っており､ 私が
自分で調べた調査はたったひとつだけなのです
が､ ご紹介しましょう｡ 当時の新聞の死亡告示
を元にソロルドの合同教会に行き､ 記録を調べ
たところ､ 秘書の手紙を見つけました｡ 1890年
に講演に呼んだミス・カートメルを囲んでお茶
の会を開いていたのです｡ 彼女が何を話したの
かを知りたかったのですが､ それはわからず､
14ドルがお茶代で､ 5ドル83セントの支出があっ
たという会計の記録だけが残っていました｡ そ
のうち､ 5 ドルはお話ししてくれたミス・カー
トメルへのお礼､ 83セントは印刷代でした｡ 当
時の 5 ドルは現在の500ドル相当ですから､ 円
に直すといくらでしょう？
― (質問) あなたはミス・カートメルはどのよ
うな方だったと思いますか｡
とてもとても深い信仰に立ち､ ちょっと冒険
心がある方で､ 大変知性にあふれていました｡
それは彼女の手紙を読むとわかります｡ そして
独立心のある方でした｡
マーサの生涯をみると､ 父親も伯父も働き盛
りに亡くなり､ 近しかったいとこのエリザベス
も夫を40歳で喪っており､ 残された家族は自分
で自分の生活を切り盛りしていかなくてはなり
ませんでした｡ また､ 彼女が出発する時の壮行
2
カナダ語学研修の生徒達とミセス・カー (左端)
ミス・カートメルの墓地にて (2008年７月)
会で､ これから日本に行きます､ という挨拶さ
え､ 本人ではなく男性の従兄がしています｡ カ
ナダにおいてすら､ まだ女性の立場が低かった
そんな時代に､ 彼女は宣教師としてはるばる日
本にやって来たのです｡
そればかりではありません｡ カナダの教会は
日本の女性達のための学校を開くのにお金を出
してくれませんでした｡ ＷＭＳ (Woman's
Missionary Society カナダ婦人ミッション)
と男性の宣教師の間には､ お金の使いみちにつ
いて意見の相違があり､ 女子校を開き経営する
ためのお金は女性達が工面したのです｡ ですか
ら､ 彼女は 2回目に日本から帰国した後､ 日本
で教える資質があって､ 彼女の仕事を続けてく
れる教師を送るための資金を集めるためにカナ
ダを東奔西走しました｡
こうしたことから､ 彼女がとても自立心旺盛
な人だったということが考えられます｡
ミセス・カーも学校の先生だった
ミス・カートメルは教師でしたが､ 帰国して
から教職には就きませんでした｡ 私はそのこと
に興味を覚えました｡ というのも､ 私は33年間､
小学校で教えていました｡ 退職して11年になり
ます｡ 小学校では､ 主に特別クラスを担当し､
中学年の読書支援など生徒の勉強面でのサービ
スもしていました｡ そして歴史が好きでした｡
マーサ・カートメルのことを知ってから､ 夫に
呆れられてしまうほど日がな一日コンピューター
に熱中し､ 駆使できるようになりました｡ マー
サ・カートメルのおかげでパソコンの検索など
の技術を向上させ､ 頑張る気が起きたのです｡
帰国後のミス・カートメル
彼女はとても日本を愛していましたが､ 当時
のカナダの情勢では日系人の処遇は決していい
とはいえなかったようです｡ それでミス・カー
トメルはカナダの東海岸から西海岸まで旅行し
ては､ 彼女や他のミッショナリーが日本でして
いることについて話をしました｡ 西海岸のバン
クーバーやブリティッシュコロンビアでは､ 日
本人の難民と一緒に仕事をしました｡ 教会の記
録によると､ 80歳代でもプレゼンテーションを
続けていたということです｡
私の親類のドン(ドナルド)・クロス氏による
と､ 最近サザランド家で発見されたトランク
(次ページ写真) にはマーサが帰国後に書いた
山のような手紙が残されていました｡ サザラン
ド家はそれをずっと保管していたのです｡ 彼は
マーサの手紙を活字に直してくれていて､ 私に
も見せてくれました｡ ちなみに､ 彼はマーサの
墓石を作るのに､ お金を集めた人です｡
ミス・カートメルが帰国後に一緒に暮らした
のはサザランド家の従姉のエリザベスです｡ エ
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おそらくマーサが幼い頃暮らした家
(ソロルドにて 2008年)
[青字の名前は文中に出てくる方 Rev.はReverend(牧師)の略]
リザベスが亡くなった後は､ トロントで (99歳
で亡くなるまで) プレスコット家の人々と暮ら
しました｡ それは姪にあたるメーベル (妹アメ
リアの娘) の家で､ 姪の夫は牧師のウォルター・
プレスコットでした｡ プレスコットはオンタリ
オ州にある地名でもあり､ マーサの両親が出会っ
て結婚した場所はプレスコットでした｡
トロントに移った頃はマーサは85歳を越えて
おり､ 目と耳が不自由で､ 周りの人は大きなラッ
パ状のホーンを彼女の耳に当てて､ 大声で話し
てあげなければなりませんでした｡ しかし頭の
方は明晰で､ 88歳になっても､ 教会でスピーチ
をしていたのです｡ 声はとてもはっきりしてい
て､ 内容も明瞭でした｡
ソロルドの町はナイアガラの滝の近く
マーサが生まれた私の町ソロルドは人口 1万
7 千人ほどの小さい町です｡ ナイアガラの滝の
すぐ近くにあって､ 車で10分ほどです｡
マーサの父も長兄である私の曽祖父も､ 石切
り職人でした｡ ソロルドの 2番目の運河はマー
サの父が造り､ 今も残っています｡ 3 番目の運
河は私の曽祖父が石を切った運河です｡ ソロル
ドでは､ 歴史的建物を多数保存していますが､
由来はよくわかっていないのが残念です｡
ミセス・カーは､ ミス・カートメルや東洋英
和の発見､ そして日本への招待と次々起こった
すばらしい出来事に興奮しました､ と楽しそう
に語ってくださいました｡ 彼女が調べ上げてく
ださったカートメル家とサザランド家の家系図
や情報は､ ミス・カートメルの人物像をより鮮
明に私達に示してくれる貴重な資料となりまし
た｡ 折しも私達が必死に取り組んでいました
『カナダ婦人宣教師物語』 にもその情報をさっ
そく取り入れることもできました｡ 来訪中終始
行動を共にしていらしたミスター・カーは､ ミ
ス・カートメルが乗船したシティー・オブ・ト
ウキョウ号と日系移民についてお話しください
ました｡ カーさんご夫妻と中高部母の会に感謝
いたします｡
[インタビュー：2009年11月 7 日 東洋英和幼
稚園にて インタビュアー：森 眞理 (東洋英
和幼稚園園長・史料室委員会委員長)]
テープ起し・翻訳 協力：高橋 基治
(大学教授・史料室委員)
文責：酒井 ふみよ (史料室)
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ミス・カートメルのトランク
展示中の ｢ミス・カートメルの聖書｣ を見る
ミス・ボール (左) とミセス・カー (右)
遂に刊行 『カナダ婦人宣教師物語』 ―販売のお知らせ―
73号で内容をご紹介した 『カナダ婦人宣教師物語』 が 2月下旬にできあがりました｡
すでに手に取られた方からは､ 新しい切り口の学院史であるこの本へ良い評価をいただいております｡
まだお読みでない方はどうぞ下記の方法でお買い求めください｡
販売価格： 1冊1,000円(郵送希望の場合は1,200円)
直接購入の場合：学院各部でお買い求めください｡
六本木―各部事務室､ 法人事務局史料室､ 院長室
生涯学習センター､ガーネットハウス鳥居坂
横 浜―大学ブックセンター
郵送希望の場合：郵便振替口座へ必要事項記入の上､
お払い込みください｡
払い込み先 00120-3-685741
加入者名 学校法人東洋英和女学院
金額 送料が別途 1冊につき200円かかります
通信欄記入事項
・ 『カナダ婦人宣教師物語』 購入希望
・希望部数
・卒業生の方は卒業年・卒業の部・(旧姓)
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ミス・カートメルから齋藤春子宛ての手紙
1964年創立80周年にあたり､ 初期卒業生齋藤春子は彼女に贈られたミス・カートメルの聖書と手
紙を学院に寄贈した｡ ここでは､ その手紙の全文を原文と訳文で紹介したい｡
Viscount and Viscountess Saito,
Seoul - Korea
52 Markland Street Hamilton, Ont. Canada
Dec.20th. 1930
Dear Countess Saito,
It was with great surprise and unspeakable pleasure that
I received your kind remembrance the calendar for 1931. I
have very fond remembrance of you, as dear Nirei san and
some time ago - The son of Mrs.Yukino ( ne Yoshida OYu san)
wrote me a letter with which he sent me your photograph. I
was pleased indeed. I would gladly have acknowledged it but
I had no address. I feel greatly honored the trouble you
have taken sending me this assurance of your esteem.
It sheds a bright light upon my old age. A week ago, Dec.14th.1930, I celebrated my
85 years of life ― or rather my relatives gave me that pleasure. I thought of my
honored father and mother at that time ― now more than 80 years in Heaven and also my
good foster parents, dear Mrs.Strachan's father and mother, who so led me to Christ.
I remembered The Heavenly Father's promise found in Hebrews 11:40 ―“God having
some better thing for us, ―that they without us should not be made perfect.” I love
to think, that even in Heaven, the joys there do increase the love of our relatives for
us. Christ Himself helps them to remember us. Death has no power there. Mrs.
MacGillivrag told all the ＷＭＳ members of your great kindness to her, and also of your
enquiries for me, which made me very glad indeed and thank you.
I must not forget to mention. I am sending by this mail my Bible.
It was presented to me, just before I left home for Japan. I prize it very much for
the sake of the giver ―and more because of the delight of studying in Japan in order
to teach again the Word of God.
Before I left Japan my eyes troubled me very much, so that I could not read much.
Very soon after I reached home, my eyes became much worse, until I lost the sight of my
left eye. Now my right eye is doing me good service, so that I can see to read good
print. But this Bible I have not used. I must have larger print. If you can read
English and wish to use it ― I will be glad ― if not give it away to any one willing
to study God's message of love. Dear Viscountess I must apologize for intruding this
long letter upon you.
Please forgive me.
Your devotedly,
Martha J. Cartmell
ミス・カートメル
(原文のまま掲載)
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朝鮮 ソウル
齋藤子爵､ 子爵夫人
カナダ オンタリオ州 ハミルトン
マークランド通り52番地
1930年12月20日
親愛なる齋藤子爵夫人
あなたからのお心づくしの来年のカレンダー
をいただき､ 驚きと言い尽くし難い喜びに包ま
れました｡ あなたのことは､ かわいい仁礼さん
として､ とても好ましくよく覚えております｡
しばらく前､ 雪野さん (旧姓吉田お勇さん) の
息子さんが私にお手紙をくださり､ 一緒にあな
たのお写真を送ってくださったのです｡ 本当に
嬉しゅうございました｡ ぜひお礼を申し上げた
かったのですが､ ご住所がわかりませんでした｡
この度あなたがお志をお送りくださるためにご
苦労されたこと､ 大変光栄に存じます｡
明るい光が年を重ねた私を照らしてくれてお
ります｡ 一週間前の1930年12月14日に､ 私は85
歳の人生を祝いました―といいますか､ 親類の
者たちが祝ってくれ､ その喜びを与えてくれた
のです｡ その時私は､ 今はもう80年以上も天国
にいる､ 尊敬する私の両親のことや､ また私の
よき養父母であり私をキリストに導いてくださっ
たストラチャン夫人のご両親のことを考えまし
た｡
ヘブライ人への手紙11章40節にある ｢父なる
神の約束｣ が思い起こされました｡ ―“神は､
わたしたちのために､ 更にまさったものを計画
してくださったので､ わたしたちを除いては､
彼らは完全な状態に達しなかったのです｡”私
は､ 天国においてさえ私たちのために喜びが親
類の者たちの愛をいや増し加えてくださると考
えると嬉しくなります｡ キリストご自身が､ 彼
らが私たちを憶えていてくれるように力を添え
てくださっています｡ 死は何ほどの力もありま
せん｡
マクギルヴァーグ夫人は､ すべてのＷＭＳメ
ンバーに彼女に対するあなたの優しさと､ 私に
関する照会についても述べられました｡ そのこ
とに関し心から嬉しく思うと同時に､ あなたに
感謝しております｡
触れておかなければならないことがあります｡
この手紙とともに､ 私の聖書をお送りします｡
その聖書は､ 私が日本に向け故郷を離れる直前
にいただいたもので､ それを下さった方のため､
さらには神の言葉を再び教えるために日本で研
鑽を積んだ歓びのため､ 私は非常に大事にして
います｡
日本を去る前に両目の具合が悪くなったため､
あまりたくさん読むことができなくなりました｡
家に帰り着いて間もなく､ さらにひどくなり､
左目の視力を失ってしまいました｡ 今､ 右目は
見えますので､ 活字のはっきりしているものは
読むことができます｡ しかしこの聖書は使って
おりません｡ もっと大きな字で書かれたものが
必要です｡ もしあなたが英語が読めて､ その聖
書をお使いになりたかったら､ ―そうしてくだ
されば私はとても嬉しゅうございます｡ でもも
しそうでなかったら､ 神様の愛のメッセージを
学びたいと願っているどなたかにお譲りくださ
い｡
親愛なる子爵夫人よ､ こんなに長い手紙であ
なたを煩わせてしまったことを謝らなくてはい
けません｡ どうぞお許しください｡
心をこめて
マーサ J. カートメル
(訳文)

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齋藤春子
ミス・カートメルのめがね
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この手紙が書かれたのは1930年の12月｡ 世界
中で大恐慌の嵐が吹き荒れていた時代である｡
齋藤春子は海軍の元勲の一人といわれる仁
に
礼
れ
景範の子女であり､ 東洋英和女学校への入学は
創立翌年だった｡ 1930年当時は58歳で､ 朝鮮総
督であった夫・齋藤實
まこと
とともにソウルに居た｡
手紙の内容は､ ミス・カートメルが教え子齋
藤春子から翌年のカレンダーを贈られて大変喜
んだこと､ そしてお返しに､ 大事な愛用の聖書
を譲りましょう､ というものである｡
この中で､ ミス・カートメルは家族から85歳
の誕生日をお祝いしてもらって平安に暮らして
おられたこと､ 天国に行って先立った家族に再
会することを喜びを持って待ち望んでおられた
ことがうかがわれ､ 全体から大変明るい印象を
受ける｡ 信仰に堅く立ち､ 長い一生を光のうち
に歩み通してきた人の持つ清澄な明るさといっ
たらよいだろうか｡
また､ 大事な聖書ではあるが日本でひどく視
力を落としたために読めなくなったことが書か
れていて､ どんなにか困難な状況を切り拓いて
お仕事をされたことか､ と思わされる｡
聖書を託す教え子への丁寧な言葉遣いや周囲
の人々への感謝の言葉があふれていることも印
象深い｡ 晩年 ｢大したことはしていませんよ｣
とおっしゃり､ 耳も遠くなられていたがまだ人
前に立って､ はっきりとした美しい声で証をな
さったと伝わっており､ そうしたことからもミ
ス・カートメルの奥ゆかしく毅然とした人柄が
しのばれる｡
この手紙と聖書はセットとなって､ 創立者ミ
ス・カートメルのゆるぎない信仰を私たちに示
してくれる学院の第一級史料といえよう｡
ちなみに齋藤春子は 4年後刊行の 『五十年史』
に創立当時を回顧した文章を寄せたが､ その 2
年後､ 二・二六事件で夫を凶刃によって喪うと
いう悲惨な経験をする｡ しかし晩年は神様のお
守りのうちにミス・カートメルと同じく平穏に
99歳の長寿を全うした｡
(史料室 酒井ふみよ)
(翻訳協力：大学教授・史料室委員
高橋 基治)
(なお ｢ミス・カートメルの聖書｣ については
『カナダ婦人宣教師物語』 の中でも紹介してい
ます｡)
｢ミス・カートメル愛用の聖書｣
カナダ→日本→カナダ→朝鮮→日本と海を渡り､ 今は学院史料
として保管されています｡
10月 1 日 (追悼記念日礼拝の日) と11月 6 日 (創立記念日) 前
後の一週間､ 本部・大学院棟の学院史料展示コーナーにて展示
をいたします｡
